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JAPAN OPTIMIST
DINGHY ASSOCIATION




	報 告 者
	クラブ　湘南ジュニアヨットクラブ　学年　中３　氏名　岸　祐花　　    

	大 会 名
	2011 Optimist World Sailing Championship

	開 催 地
	ネーピア

	大 会 期 間
	2011/12/30～2012/1/10

	セールNo
	JPN3188
	最 終 順 位
	108位


	気温、水温

ウエアについて
	思ったより寒く、２０度前後でした。雨が降るととても寒くなりました。
晴れだと、海パンにラッシュ、雨だとウエットなどを着ました。

ドライの選手もいました。

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	シーブリーズがありました。

間違ったほうに行ってしまうと、相当な差がつく海面でした。
ブローがはっきり見えませんでした。

	　セッティングで

注意したこと
	いつもと同じようにすることを心がけました。

	　セーリングで

　注意したこと
	焦ってスピードをおとさないようにすること。

	　海上で練習した

こと
	スピード練習、ラビット、スタート練習

	　実際のスベリは

　どうでしたか？
	外国の選手と比べ加速が少なく、少し下っていることが多かったです。

	　スタートは、

　どうでしたか？
	有利なほうは混戦になっていてポジション取りができなかったので真ん中よりの少しすいているところから出ました。加速が他の選手に比べてできていなかったのでかぶせられてしまうこともありました。

	　コース戦略は

　どうでしたか？
	思うように引けませんでした。スタートで頭が出ないので苦しい位置でブランケに入らないよう逃げてばかりということがよくありました。つっこんでしまうことが多かったです。

	　自分より上位の

　選手との違いは？
	スタートの加速、位置取り
スピード

	　国内の練習で

　役立ったこと
	すべて

	　国内の練習で

　足りなかったこと
	スタート
微風のクローズのスピード

	　印象に残った

外国選手は？
	優勝したSIN２２の選手。

スタートは真ん中めのすいてるところからうまく頭だしてでて集団にあわせてどんどん順位をあげていきました。１マーク悪くてもフィニッシュまでにはいつも挽回していました。

	　今後の課題と

　目標は？
	次のクラスでも世界選手権に出て今回のことを生かし結果を残したいです。
今回学んだことを後輩たちに伝え、今後の海外レースに生かしていただければと思います。

	　ＪＯＤＡへの要望
	

	その他
	本当にいい経験ができました。世界の強さを知ることができました。ありがとうございました。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

